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それ、1・2・3！！ それ、1・2・3！！ それ、1・2・3！！ 
　永平寺町合併一周年記念事業の一つとして、7月31日に松岡河川公園で夏期巡回ラジオ体操・ 
みんなの体操会が行われました。晴れわたったすがすがしい朝、おなじみの体操で元気いっぱい 
体を動かし、気持ち良い汗を流していました。 

戸籍の窓 7月分まで（届出順・敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

お
く
や
み 

8月1日現在（前月比） 

合　計　20,309人　（△33） 

　男　　 9,810人　（△ 7） 

　女　　10,499人　（△26） 

世帯数　 6,106世帯（△16） 

　継体大王と福井県の古墳時代に関す
る催しを行います。 

1.四季の森文化館特別展『越の国・ 
創世－福井の古墳時代の始まりー』 

　会期：10月6日（土）～11月25日（日） 
　会場：永平寺緑の村四季の森文化館 

2.シンポジウム「継体大王とその時代 
―渡来文化と横穴式石室の受容―」 

　日時：10月13日（土）12：30～17：30 
　会場：福井県立大学交流センター 

★見ているだけでも楽しい種目が盛りだくさん★ 
バザーやお楽しみ抽選会もありますのでお楽しみに！ 

期　日　9月30日（日） 
場　所 
　松 岡 地 区：松岡総合運動公園（you meパーク）グラウンド 

8時30分より開会式（雨天時　松岡小体育館） 
　永平寺地区：緑の村グラウンド（雨天中止）9時より開会式 
　上志比地区：上志比グラウンド（雨天中止）9時より開会式 
お問い合わせ　松 岡 地 区：161－2009 
　　　　　　　永平寺地区：163－4222 
　　　　　　　上志比地区：164－3170 （住民基本台帳より　外国人含む） 
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●緊急地震速報とは？ 
　地震の発生直後に、震源近くで地震（Ｐ波）をキャッ
チし、直ちに想定される揺れの強さを自動計算。地震
による強い揺れ（Ｓ波）が始まる数秒～数十秒前に素
早くお知らせする新しい情報です。 
　ただし、震源に近い場所では、緊急地震速報が強い
揺れに間に合わない場合があります。 

●提供開始日 
　本年10月1日から提供を開始する予定です。 

●緊急地震速報の受け方 
　最大震度5弱以上が想定される場合に、震度4以上が
想定される地域で、テレビ、ラジオなどを通じて速報
が受けられる予定です。 

10月1日開始予定の「緊急地震速報」のお知らせ 
福井県のある家庭の居間で・・・ 
　テレビのテロップ『((ピンポーン))  緊急地震速報。××県で地震が発生。強い揺れに警戒  福井県、○○県』 
　おとうさん　「えっ・・・」 
　おねえさん　「もうすぐ揺れるから、上から物が落ちてきても大丈夫なように机の下に隠れて。」 
　　まもなく　 ガタガタ  
　ぼ　　　く　「今の地震の揺れは大きかったね。でも、被害はなさそうだね。よかった…」 

このような会話をできる日が近づいてきています。これを可能にするのが、本年10月1日に一般の人への提供を
開始する予定の「緊急地震速報」という新しい地震情報です。 

緊急地震速報のしくみや「利用の心得」などの詳細は、福井地方気象台ホームページをご覧ください。 
http://www.tokyo-jma.go.jp/home/fukui/kinkyuu_jisin/

0

3

5秒 

揺
れ
た
よ
！
 

気象庁 

地震計 

0

3

5秒 

気象庁 

緊急地震速報！！ 

ゆれてる！ 

ん？ 今から？ 

お問い合わせ　福井地方気象台　124－0096

お問い合わせ　環境課　161－1111（内線236） 

環境課からの環境課からの 

お願いとお知らせお願いとお知らせ
 環境課からの環境課からの 

お願いとお知らせお願いとお知らせ
 環境課からの 

お願いとお知らせ
 

 
 
 
 
 
　最近、空きビン回収コンテナの中に陶器のかけらや
乾電池および、中を洗ってない空きビンが見受けられ
ます。その為にリサイクル品として回収できなくなります。 

注　意 
　空きビン回収コンテナには空きビンだけを入れて、
他のごみは入れないでください。 

  空きビンを再資源化するために 

1.キャップをはずして 
　・プラスチック製のキャップは燃やせるごみに出し
てください。 

　・金属製のキャップは燃やせないごみに出してくだ
さい。 

2.中身を使い切り、中を軽く水洗いしてください。 
　・軽く水洗いしても汚れの落ちないものは、燃やせ
ないごみに出してください。 

3.陶磁器、コップ、化粧ビンや薬ビンは燃やせないご
みに出してください。 

4.一升瓶・ビール瓶はリターナブルビン（何度も繰り
返し使えるビン）です。 

　　できるだけ購入した販売店に持っていきましょう。 
　また、各学校のPTA・地域の子ども会・婦人会が
実施する資源回収でも回収します。 
 
　最近、使い捨てライターによるごみ回収車の炎上事
故が発生しています。 
　事故防止のために分別回収の専用コンテナを10月
より設置します。使い捨てライター（ガス使用）などは、
この専用回収コンテナに入れてください。 
 
 使い捨てライターの分別回収を10月より開始します 

★使い捨てライター専用コンテナ 
　設置場所：資源ごみ回収ステーション 
　回 収 日：資源ごみ回収日 

注　意 
◎100円ライターなどの使い捨てライターや着火
マンなど（ガス使用）は、中身を使い切り、専
用回収コンテナに入れてください。 
　事故防止のためにも、必ず空にしてください。 
◎ライターを破壊しなくても結構です。 
◎乾電池回収コンテナには使い捨てライターなど
は入れないでください。 

お問い合わせ 

　建設課　161－1111（内線233） 

準都市計画区域の指定の概要について 
　秩序あるまちづくりを進めるため、県および町では、永平寺・上志比地区の平野部を準都市計画区域に指定す
る準備を進めています。指定されると以下のようになります。 

いくつかの規制を受けます 
①通常の木造住宅でも建築確認申請が必要と
なります。 
②建築の制限（建ぺい率・容積率の制限、接
道義務など）が発生します。 
③3,000m2以上の開発行為が許可対象となり
ます。 
④大規模集客施設の立地が原則制限されます。 

建築確認について 
新築の場合はもちろん、10m2以下の増改築などを除き、原則全て確認申請が必要となります。 

公告・案の縦覧（意見書の提出）について 
・下記の期日で案の縦覧を行う予定です。 
　（詳細な区域および字番などを示す予定です。別に告示など
によりお知らせいたします） 
・ご意見がある人は書面（様式自由、住所氏名の記入をお願
いします）にて提出することができます。 
場　所：①福井県庁土木部都市計画課  ②永平寺支所地域整備

課　③本庁建設課　④上志比支所地域整備課 
月　日：9/11（火）～9/25（火）（予定） 

ホームページについて 
・永平寺準都市計画区域に関する専用ホ
ームページを作成しています。 
　　建築制限など詳細についてはこちら
もご覧ください。 
http://info.pref.fukui.jp/toshi/ 

juntokei/juntokei01.htm

建築の制限について 
●建ぺい率・容積率の制
限について 

・採光・通風の確保、地域の
環境や道路などの公共施設
の整備状況にあった規模と
なるよう制限を行います。 
建ぺい率：70%、容積率：200%
を予定しています。 

でも、こんな効果があります 
①交通上、安全上、防火上および衛生上支障
がない建築がされます。 
②皆が住みやすく、安全な街並みが整えられ
ます。 
③不良な宅地開発の発生を防ぎます。 
④地域の判断による大規模集客施設の適正な
立地が確保されます。 

建ぺい率（%）＝ ×100
建築面積（図では1階床面積と同じ） 

敷地面積 

70%を予定しています 

容積率（%）＝ ×100
延べ面積（1階床面積+2階床面積） 

敷地面積 

200%を予定しています 

1.5を予定して 
います ●敷地について 

・幅員4m以上の道路
に2m以上接してい
ることが必要です。 
・幅員4m未満の場合
は、新築、増改築な
どの際には、道路中
心線から2mの線が
道路の境界線とみな
され、この部分に建
物や塀などを建てる
ことはできません。 

※既存の建物
については、
増改築など
行わなけれ
ば後退は不
要です。 

新築・増改築などを 
　　　　　行う場合 
新築・増改築などを 
　　　　　行う場合 

増改築などを 
　行わない場合 

●建築物の高さの
制限について 

・新築・増改築など
の際には、前面道
路の反対側の境界
線からの水平距離
に、1 . 5または
1.25を乗じた数値
以下にする必要が
あります。 

準都市計画区域の指定
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中学生海外派遣団シンガポールへ！ 
　8月 24 日から 5日間、町内各中学校の 2年生代表
30名が国際交流、国際理解を深めるため、海外派遣事
業でシンガポール共和国を訪れました。 
　派遣団は滞在先でホームステイしながら、現地の中
学生と交流を深め、歴史や文化の違いを学びました。 
　派遣された中学生は言葉の壁を乗り越え、とても貴
重な経験となったことでしょう。 

農地は皆の宝物！ 
　8月 13日、炎天下の中、町農業委員会24名が農地
パトロールを行いました。3地区に分かれ町内の荒廃、
遊休農地の現状を把握。その結果、農地として戻すこ
とが難しい場所も数カ所ありましたが、地域と相談会
や担い手を探すなどの改善を図ろうということになり
ました。大切な農地を皆で守りましょう。 

第1ゲート通過！ 
　7月30日、緑の村グラウンドおよび緑の村管理棟和
室で永平寺町老人クラブいきいき大会が行われました。
　3地区各代表者95人がゲートボール、ペタンク、囲碁、
将棋部門に分かれ競技に参加しました。 
　各競技とも上位2チーム (人 )はふくい健康長寿祭に
出場できることもあって、各チームとも声を掛け合い
ながら日頃の練習の成果を発揮。はつらつとしたプレ
ーが随所で見受けられ、各選手ともいきいきとしてい
ました。 

使った水がきれいな水になるまで… 
　8月 22日、松岡小学校、御陵小学校の4年生32人
が水をきれいにする仕組みや環境保全の大切さを学ぶ
ために、五領川浄化センターを訪れました。 
　児童はメモをとりながら下水道について説明を聞い
た後、汚れた水が施設に集まり、いくつもの池やタン
クで段階を経てきれいな水になっていく過程を見学。 
　見学を終えた児童は「自分たちが使った水が川に戻
るまでを見て勉強になった」と水の大切さを再認識し
たようでした。 

ぼくたちの育てたトマトをどうぞ！ 
　8月14日、松岡東幼児園の4、5歳児がトマトを細
かくきざんで「ハッシュドポーク作り」を行いました。 
　このトマトは、少しでも野菜を好きになってもらお
うという願いから、今年は5月に園内にトマトの苗60
本を地域の人たちと植え育てたもの。7月中旬から約
300個のトマトを収穫しました。園児はこのトマトを
使ったトマトジュースを飲んだり、家に持ち帰り親子
で料理を作ったりしました。自分たちが作ったという
ことで「トマトが好きになった」という園児もいました。 

新
着
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案
内

新
着
図
書
の
ご
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内 

新
着
図
書
の
ご
案
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町
立
図
書
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旧
松
岡
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書
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7
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1
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立
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書
館
永
平
寺
館
　
　
　
1
６３
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2
1
1
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館
上
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比
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1
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3
1
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開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
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※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 

うさぎ小学校 
アルベルト・ジクストゥス 

「徳間書店」 

みりょくのみ 
五味太郎 

「クレヨンハウス」 

森
もり

田
た

愛
あい

ちゃん　5歳
（松岡宮重）

プリキュアよりブラキオサウルス
が好きな私。
皆に愛をふりまいています！

佐
さ

藤
とう

結
ゆい

人
と

くん　5歳
（松岡吉野）

太鼓の練習大好き！！
早く上手に打てるようになりたいです。

まちかどショット
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お問い合わせ　住民生活課　161－1111（内線247） 

平
成
20
年
4
月
か
ら 

老
人
保
健
制
度
が 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
変
わ
り
ま
す
！ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
変
わ
り
ま
す
！ 

　
こ
れ
ま
で
は
、
７５
歳
以
上
の
人
は
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
医

療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が
ら
、「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
２０
年
4
月
か
ら
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

※賦課限度額が設けられます。 

◆
対
象
と
な
る
の
は
？ 

　
75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は

65
歳
）
以
上
の
人
全
員
が
対
象
で
す
。

健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
75
歳

の
誕
生
日
か
ら
加
入
と
な
り
ま
す
。 

◆
保
険
料
は
？ 

　
被
保
険
者
全
員
が
保
険
料
を
納
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、

年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
、
そ

れ
以
外
の
人
は
町
に
納
め
ま
す
。 

　
※
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
保
険
者
で

保
険
料
を
負
担
し
て
い
な
か
っ
た
人

も
、
平
成
19
年
4
月
か
ら
は
保
険

料
を
納
付
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す 

◆
保
険
証
は
？ 

　
今
ま
で
の
保
険
証
は
返
還
（
失
効
）

し
、
新
し
い
保
険
証
が
一
人
に
1
枚

交
付
さ
れ
ま
す
。 

◆
医
療
費
の
自
己
負
担
は
？ 

　
医
療
費
の
負
担
は
1
割
で
す
。
た

だ
し
現
役
並
み
所
得
者
は
3
割
で
す
。

老
人
保
健
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
高
額

医
療
費
な
ど
の
給
付
も
老
人
保
健
と
同

じ
で
す
） 

 

◎
保
険
料
の
決
め
方 

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
人
数
割

り
で
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得

割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま
す
。
県
内
の
保

険
料
率
は
同
じ
で
、
年
内
に
は
決
定
し
ま

す
の
で
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
「
均
等
割
額
」
は
、
世
帯
の
所
得
水
準

に
応
じ
て
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す 

均等割額 所得割額 保険料 

　　　世 帯 の 総 所 得 金 額 等  

基礎控除額（33万円） を超えない世帯 
基礎控除額（33万円）＋24.5万円×世帯の人数 

　　　　　  （本人を除く） を超えない世帯 
基礎控除額（33万円）＋35万円×世帯の人数 

　　　　　　　　　　　　を超えない世帯 

軽減割合 

7割軽減 

5割軽減 
 

2割軽減 

お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

予防接種日程 予防接種日程 

平成19年度基本健診・がん検診 
　　　　　　　　　　追加募集します！ 
平成19年度基本健診・がん検診 
　　　　　　　　　　追加募集します！ 

保健通信

広報永平寺9月号 8

国民健康保険・後期高齢者医療制度
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予防接種名

BCG（結核）
個別予防接種

対　象　者

平成19年6月1日～6月30日生まれ
及び前期間未接種のお子さん

期　　　間

10月1日（月）～10月6日（土）

接種場所

町内指定
医療機関

三種混合
（ジフテリア・
百日咳・破傷風）
個別予防接種

≪1期初回≫
平成19年4月1日～4月30日生まれ
及び90ケ月未満の未接種のお子さん
≪1期追加≫
平成18年4月1日～4月30日生まれ
及び90ケ月未満の未接種のお子さん

9月10日（月）～9月15日（土） 町内指定
医療機関

麻しん・風しん
1期

個別予防接種

平成18年8月１日～8月31日生まれ
及び24月未満の未接種のお子さん
※「麻しん」または、「風しん」のどちら
かにかかったお子さんは、必ず各保健
センター　保健師までご連絡ください

9月18日（火）～9月22日（土） 町内指定
医療機関

★対象者には町から問診票を送付します
★町から配布されております「予防接種と子供の健康」、あるいは「予防接種手帳」を必ずお読みください
★予診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください

各健診日の2週間前まで受付いたします。
尚、受診人数に限りがありますのでお早めにお申し込みください。

★喀痰検査は問診後、受診が必要な人にお勧めいたします（料金500円）
★今年度より胃がん検診の受付時間が早くなりました

日　程

09月20日(木)

09月21日(金)

09月25日(火)

09月26日(水)

09月28日(金)

10月01日(月)

10月02日(火)

10月03日(水)

10月04日(木)

10月06日(土)

10月10日(水)

10月14日(日)

10月21日(日)

健 　 診 　 項 　 目

受 付 時 間

会　場 料　金

上志比保健センター

松岡多目的集会センター（ざおう荘）

藤 巻 集 落 セ ン タ ー

永平寺保健センター

永平寺農家高齢者創作館

野 中 集 落 セ ン タ ー

松岡農業構造改善センター

上志比保健センター

松 岡 保 健 セ ン タ ー

上志比保健センター

永平寺生活改善センター

永平寺保健センター

松 岡 保 健 セ ン タ ー

胃がん

7:30～8:30

900円

○

○

○

○

○

○

○

○

基本健診

1,300円

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

肺がん

200円

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

肝　炎

500円

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

前立腺がん

500円

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

大腸がん

500円

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

乳がん

1,200円

○

○

○

○

子宮がん

600円

○

○

○

○

骨密度

700円

○

○

○

○

9:00 ～　10:00 13:00～14:00

70歳以上の
人は無料です

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

現
在
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
交
付

し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
9
月
30

日
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
し
い
保
険
証

に
一
斉
更
新
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は

9
月
下
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

保
険
証
の
有
効
期
限
は
通
常
9
月
30
日

ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
送
付
す
る

保
険
証
は
、
平
成
20
年
4
月
の
医
療
制
度

改
正
の
た
め
、
被
保
険
者
個
々
で
有
効
期

限
が
異
な
り
ま
す
。

■
医
療
制
度
改
正
に
つ
い
て

平
成
20
年
4
月
か
ら
の
医
療
制
度
改
正

で
国
保
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

□
国
保
加
入
の
75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以

上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
）

は
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
は
国
保
資
格

を
喪
失
し
、
新
設
さ
れ
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
の
保
険
証
で
受
診
し
ま

す
。（
下
段
参
照
）

□
老
人
医
療
に
該
当
し
な
い
前
期
高
齢
受

給
者
（
70
〜
74
歳
）
は
、「
現
役
並
み

所
得
者
」
を
除
き
、
病
院
な
ど
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
１
割
が
平
成
20
年

4
月
か
ら
は
2
割
に
な
り
ま
す
。

□
被
用
者
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
が
一
定

以
上
の
人
に
適
用
の
退
職
者
医
療
制
度

が
変
わ
り
、
老
人
医
療
に
該
当
す
る
ま

で
で
あ
っ
た
適
用
期
間
が
平
成
20
年
4

月
か
ら
65
歳
に
到
達
す
る
月
ま
で
に
変

わ
り
ま
す
。

□
3
歳
未
満
に
適
用
さ
れ
て
い
た
一
部
負

担
2
割
が
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
就
学

前
ま
で
と
対
象
が
拡
大
し
ま
す
。

□
前
期
高
齢
受
給
者
の
う
ち
町
民
税
課
税

世
帯
（
現
役
並
み
所
得
者
を
除
く
）
の

被
保
険
者
に
適
用
さ
れ
る
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
が
、
平
成
20
年
4

月
か
ら
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

医療制度改正と保険証の有効期限について

制度改正の内容 10月1日更新の保険証の変更点

75歳以上の
被保険者は
後期高齢者医療制度に

平成20年4月1日時点で75歳以上の人の有効期限は
平成20年3月31日
平成20年4月1日以降平成20年9月30日までに75歳に
なる人の有効期限は誕生日の前日
退職本人および扶養されている人で平成19年10月1日以降平成20
年3月末日までに共に65歳以上の人の有効期限は平成20年3月31日
退職本人および扶養されている人で、平成20年4月1
日以降に65歳になられる人の有効期限は誕生月の月末
扶養されている人で、退職本人が平成20年4月1日以降に
65歳になられる人の有効期限は退職本人の誕生月の末日

退職者医療は
65歳までに
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9月1日より えちてつダイヤ改正 9月1日より えちてつダイヤ改正 

えちぜん鉄道：三国芦原線に「八ツ島」「日華化学前」の2つの新駅が開業しました！ えちぜん鉄道：三国芦原線に「八ツ島」「日華化学前」の2つの新駅が開業しました！ 

●JR福井駅での下りしらさぎ号、サンダーバード号との接続を改善します。 

●週明けに「福井行き」早朝列車（ビジネス・単身赴任等利便性向上）を運転します。 
　早朝列車の愛称は『めざましトレイン』です。 

※週明けの月曜日（月曜日・火曜日が休日のときはその翌日）のみ運行します。 
　ただし、平成19年12月31日は除きます。 

JR列車名 

しらさぎ号 

サンダーバード号 

雷鳥号 

JR福井駅着時刻 

毎朝1分～4分 

毎朝29分～36分 

10分～14分 

17分 

47分 

26分 

56分 

05分 

35分 

10分 

40分 

勝山永平寺線福井発時刻 三国芦原線福井発時刻 

改正前 改正後 改正前 改正後 

　線　　名 

勝山永平寺線 

三国芦原線 

発時刻 

勝　山　5：09 

三国港　5：16

着時刻 

福　井　6：01 

福　井　6：04

JR福井駅発車時刻 

しらさぎ号　6：14 
サンダーバード号　6：24

福井口 

新福井 

福大前西福井 

新田塚 

中角 

三国港 

日華化学前 

 

八ツ島 

勝山永平寺線 

三
国
芦
原
線 

福井 

観
音
町 

田
原
町 

小
舟
渡 

勝
山 

管
理
栄
養
士
に
よ
る
「
栄
養
・
離
乳
食

相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
栄

養
で
お
悩
み
の
人
、
離
乳
食
で
お
困
り
の

人
、
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
当

日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
3
日
　
10
時
〜
12
時
ま
で

場
　
所

松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象

町
内
在
住
の
1
歳
未
満
児
と
保

護
者
の
人

費
　
用

無
料

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

1
６１
ー
0
1
1
1

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
希
望

の
人
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ

ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
9
8
）

永
平
寺
町
石
上
地
係
の
『
や
す
ら
ぎ
の

郷
』
に
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
ボ
イ
ラ
ー
室
改

修
工
事
の
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
お
よ
び
老

人
セ
ン
タ
ー
を
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間

9
月
20
日
〜
9
月
30
日
ま
で

※
10
月
1
日
よ
り
開
館
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
健
課

1
６４
ー
2
2
1
1

福
井
大
学
医
学
部
前
町
道
の
道
路
改
良

工
事
に
伴
い
街
路
樹
の
植
樹
間
隔
を
広
げ

る
た
め
不
用
な
樹
木
が
で
て
き
ま
す
。

自
宅
の
庭
に
植
樹
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

植
　
樹

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

丈

1
・
5
ｍ
〜
3
・
0
ｍ

胸
高
直
径

10
cm
〜
20
cm

本
　
数

25
本
程
度

締
　
切

9
月
28
日
ま
で

※
販
売
も
し
く
は
転
売
目
的
で
の
お
渡
し

は
で
き
ま
せ
ん

※
先
着
順
に
受
け
付
け
し
工
事
進
歩
に
合

わ
せ
て
現
地
に
て
引
き
渡
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
3
4
）

伝
統
的
民
家
は
、
地
域
の
歴
史
、
景
観

あ
る
い
は
、
生
活
史
を
表
現
し
て
い
る
財

産
で
あ
り
、
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
貴
重
な
資
源
で
す
。
伝
統
的
民
家
を

保
存
し
、
地
域
づ
く
り
お
よ
び
景
観
づ
く

り
を
普
及
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
福
井

の
伝
統
的
民
家
普
及
促
進
事
業
に
要
す
る

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

町
内
で
自
ら
居
住
す

る
た
め
の
福
井
の
伝
統
的
民
家
（
付
属
物

を
含
む
）
の
外
装
ま
た
は
構
造
体
の
改
修

を
行
う
も
の

対
象
者
お
よ
び
対
象
棟
数

・
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

・
対
象
棟
数
　
1
棟
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
9
月
25
日
以
降
は
先
着
順
）

補
助
額

福
井
の
伝
統
的
民
家
の
外
装
ま

た
は
構
造
体
に
関
す
る
改
修
工
事
に
要
す

る
経
費
に
1
／
2
を
乗
じ
て
得
た
額
内

（
3
0
0
万
円
限
度
）

申
込
期
限

10
月
12
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
3
2
）

会
　
期

9
月
18
日
〜
28
日

一
般
質
問
は
18
日
10
時
開
会
後
、
19

日
・
20
日
は
10
時
か
ら
の
予
定
で
す

日
　
程

18
日
・
19
日
・
20
日
　
一
般
質
問

21
日
　
　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

25
日
・
26
日
　
各
常
任
委
員
会

27
日
・
28
日
　
本
会
議

場
　
所

役
場
3
階
　
議
場

※
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
願
い
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局

1
６１
ー
1
1
1
1
（
内
線
2
6
3
）

町
に
血
液
セ
ン
タ
ー
の
献
血
バ
ス
が
来

て
、
全
血
献
血
（
4
0
0
ml
献
血
、
2
0

0
ml
献
血
）
を
行
い
ま
す
。
病
気
や
け
が

な
ど
で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ

ん
の
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

9
月
26
日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
役
場
本
庁
前

13
時
〜
16
時福

井
大
学
医
学
部
附
属
病
院

お
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
健
課

1
６４
ー
2
2
1
1

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら

れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ま
を
敬
愛
し
、
長
寿

を
お
祝
い
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
「
敬

老
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

9
月
17
日10

時
30
分
〜
14
時
ま
で

会
　
場

松
岡
地
区
　
松
岡
体
育
館

永
平
寺
地
区
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

上
志
比
地
区
　
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

内
　
容

式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
他

※
対
象
者
の
皆
さ
ま
に
は
区
長
、
赤
十
字

奉
仕
団
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
の
人
か
ら

「
敬
老
会
の
ご
案
内
」
を
配
布
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
出
・
欠
席
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

※
ご
来
場
は
、
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

お
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
健
課

1
６４
ー
2
2
1
1

従
来
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
人
は
6
ヶ

月
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
受
給
す

る
資
格
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
今
年
10
月

1
日
以
降
に
離
職
す
る
人
に
つ
い
て
は
12

ヶ
月
以
上
加
入
し
て
い
な
い
と
資
格
が
つ

か
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
例
）
平
成
19
年
4
月
1
日
入
社
・
同
年

10
月
31
日
退
社
の
場
合
…
7
ヶ
月
の

加
入
で
す
の
で
資
格
が
つ
き
ま
せ
ん

※
現
在
審
議
中
で
す
が
、
退
職
理
由
が
リ

くらしの情報

広報永平寺9月号 10

くらしの情報

広報永平寺9月号11

ス
ト
ラ
な
ど
に
当
た
る
場
合
は
、
保
険

加
入
期
間
が
6
ヶ
月
で
資
格
が
つ
く
よ

う
に
な
る
見
込
み
で
す

※
こ
こ
で
い
う
保
険
加
入
期
間
1
ヶ
月
と

し
て
算
定
さ
れ
る
の
は
、
1
ヶ
月
在
籍

期
間
中
に
賃
金
支
払
対
象
日
数
（
出

勤
・
有
給
な
ど
）
が
11
日
以
上
あ
る
場

合
で
、
そ
れ
未
満
の
場
合
は
1
ヶ
月
と

し
て
算
定
さ
れ
ま
せ
ん

お
問
い
合
わ
せ
　
福
井
公
共
職
業
安
定
所

適
用
係
　
1
２３
ー
0
1
7
4

歴
史
と
自
然
を
満
喫
で
き
る
ウ
ォ
―
キ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き

9
月
15
日
・
16
日

コ
ー
ス

日
本
海
コ
ー
ス
（
15
日
）

三
国
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ

駐
車
場
に
集
合

5
km
・
12
km
・
25
km

越
前
コ
ー
ス
（
16
日
）

福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
に
集
合

7
km
・
17
km
・
27
km

参
加
費

一
般
／
1，

5
0
0
円

高
校
生
以
下
／
5
0
0
円

お
問
い
合
わ
せ

越
前
・
日
本
海
ハ
イ
！
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ー

実
行
委
員
会

事
務
局
　
福
井
坂
井
地
区
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
　
総
務
課

1
２０
ー
5
0
5
0

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
　
時

10
月
6
日
　
10
時
〜
16
時
ま
で

場
　
所

福
井
市
　
ベ
ル
　
　
1
34
ー
1
7
1
7

福
井
県
職
員
会
館
　
1
26
ー
0
1
1
1

坂
井
市
　
い
ね
す
（
坂
井
市
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
）
1
72
ー
7
6
0
0

勝
山
市
　
勝
山
商
工
会
議
所

1
0
7
7
9
ー
88
ー
0
4
6
3

内

容

土
地
堺
界
問
題
や
地
目
変
更
、

文
筆
登
記
、
建
物
の
新
築
、
取
り
壊
し

の
登
記
な
ど
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ

福
井
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局
　
　

1
３３
ー
2
7
7
0

毎
年
恒
例
の
矯
正
展
を
本
年
も
開
催
し

ま
す
。
刑
務
所
の
施
設
見
学
会
、
刑
務
所

作
業
製
品
の
展
示
即
売
・
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
楽
し
い
企
画
満
載
で
す
。

日
　
時

9
月
24
日
　
9
時
30
分
〜
16
時

場
　
所

福
井
刑
務
所

お
問
い
合
わ
せ
　
福
井
刑
務
所

企
画
部
門
（
作
業
担
当
）

1
３６
ー
3
2
2
2

所
　
在

永
平
寺
町
松
岡
石
舟
3
字
1
番
66

地
　
目

宅
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街
路
樹
の
里
親
募
集
！

献
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に
ご
協
力
を
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敬
老
会
の
お
知
ら
せ

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
お
よ
び
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
休
館
に
つ
い
て

平
成
１９
年
１０
月
1
日
よ
り

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

「
第
１６
回
越
前
・
日
本
海
ハ
イ
！

ウ
ォ
ー
ク
ツ
ー
」
参
加
者
募
集

福
井
の
伝
統
的
民
家
普
及

促
進
事
業
に
つ
い
て

平
成
１９
年
第
3
回
永
平
寺
町
議
会

定
例
会
を
開
催
し
ま
す

マ
マ
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

「
栄
養
・
離
乳
食
相
談
会
」
の
ご
案
内

”
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
“『
町
長
の

炉
ば
た
ト
ー
ク
』
行
っ
て
い
ま
す
！

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
登
記
相
談
会

県
有
地
売
り
払
い
の
お
知
ら
せ

第
２４
回
福
井
矯
正
展
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年
金
時
効
特
例
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
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■
対
象
と
な
る
の
は
、
既
に
年
金
記
録
が

訂
正
さ
れ
て
い
る
人
・
今
後
記
録
が
訂

正
さ
れ
る
人
で
す
。 

　
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
、
年
金
額
が

増
え
た
人
や
年
金
受
給
資
格
が
確
認
さ
れ

新
た
に
年
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
に
な

っ
た
人
は
、
時
効
消
滅
分
の
全
期
間
が
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。 

　（
右
に
該
当
す
る
人
が
亡
く
な
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
未
支
給
年
金
の
時
効
消
滅

分
が
支
払
わ
れ
ま
す
） 

 

■
手
続
き
方
法 

○
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
人 

　
記
録
の
訂
正
の
手
続
き
以
外
に
特
別
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
記
録

の
訂
正
に
合
わ
せ
て
自
動
的
に
手
続
き
を

行
い
、
5
年
を
経
過
し
た
分
の
年
金
額

も
お
支
払
い
し
ま
す
。 

○
既
に
、
年
金
を
受
給
開
始
後
に
年
金
記

録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
受
給
者
の
人 

・
で
き
る
限
り
簡
単
に
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な

記
載
事
項
を
印
字
し
た
用
紙
を
順
次
発

送
い
た
し
ま
す
（
平
成
19
年
9
月
〜
） 

・
今
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す 
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具体例 

60歳から年金を受給していた人で、71歳で 
追加すべき年金記録が見つかった場合 

●今までの取り扱い 
　年金記録が訂正された結果、年金額が増額さ
れた場合でも、時効消滅により直近の5年間分
の年金に限ってお支払いをしていました。 

●今後の取り扱い 
　「年金時効特例法」の成立により、時効消滅に
より受け取ることができなかった分も全期間に
さかのぼってお支払いをします。 

後
で
判
明 

当
　
初 

▼60歳 

5年を 
超える分は、 
時効消滅 

当初からお支払い 

▼66歳 

増額分は5年間 
分をさかのぼっ 
てお支払い 

▼71歳 

全額を 
お支払い 

毎週火曜日窓口サービス時間を 
延長しています 

毎週火曜日窓口サービス時間を 
延長しています 

　町では行政サービスの向上を図るため、平成
19年4月より毎週火曜日、本庁において19時ま
で窓口業務の延長しています。 
　日中、お仕事など都合により来庁できない人は、
是非ご利用ください。 
 
サービス業務内容（証明発行業務のみ） 

□戸籍の証明（従来の戸籍謄本、抄本） 
　住民票、印鑑証明書（登録事務はできません） 
　住民記載事項証明 
　□資産証明書、所得証明書、納税証明書 

実施窓口 

　永平寺町役場（本庁）住民生活課・税務課 

　皆さん、固定資産税の賦課基準日（税金を課税
する日）は1月 1日となっていることを、ご存知
ですか。 
　これにより、1月1日現在に土地や建物などを所
有している場合、その所有している人に対して、
その年１年分の固定資産税がかかることになります。 
　例えば、1月4日に売買などにより所有権移転登
記をされたとしても、1月1日現在の所有者に1年
分の固定資産税の納税通知が届くことになります。 
　そのため、「今年1月に土地などを売買して、何
も固定資産がないのに、何で固定資産税の納付書
が送られてくるのか」という内容のお電話をいた
だくことがあります。 
　つきましては、土地、建物などを売買するときは、
税金をどのように負担するのかを決めた上で契約
を交わすことが、賢い方法です。 

お問い合わせ　161－1111 

   住民生活課（内線246）・税務課（内線242） お問い合わせ　税務課　161－1111（内線243） 

税金　  知 識  

察 察 
警 警 

防 防 
消 消 

お問い合わせ　永平寺町消防本部　161－0179火災・救急・救助は119火災・救急・救助は119

お問い合わせ　永平寺警察署　161－0110

台風シーズンがやってきました 台風シーズンがやってきました 
　9月は台風シーズンです。日本付近で発生した台風は、あっという間にやってくるため、台風に備える
期間が短いので、普段からの注意が必要となってきます。 
■台風が来る前に 
 ¡窓、雨戸はカギをかけ、必要なら外側から補強する 
 ¡側溝や排水溝は掃除しておく 
 ¡外からの飛来物に備え、カーテンなどを閉めておく 
 ¡非常用品をまとめ、避難場所への避難経路を確認する 
■台風が接近しているときに 
 ¡増水した小川や用水には近づかない 
 ¡強風が弱まっても、吹き返しの強風がやってくるので、安易に屋外に出ない 
 ¡風水害だけでなく、フェーン現象により火災が発生しやすくなるので、火の取り扱いは注意する 
以上を参考にし、台風接近時にはニュースなどの気象情報（予報・警報）に耳を傾けて、注意しましょう。 

●福井県内の交通死亡事故の発生（平成19年7月31日現在）は　38件　38名　でした。 
　うち、高齢者（65歳以上）の関係する件数と割合は　22件22名（57.9%）です。 

 
●発生形態は 
　○交通弱者が15名（39.5%）です 
　　うち　歩行中、または横断中の発生が9件9名 
　　　　　自転車乗車中が　6件6名 
　　これら発生のうち夜間の発生が　7件7名 

　また 
　○車両に乗車中の発生が　7件7名 

 
●事故を防ぐには 
　○夜間は努めて外出をひかえる 
　○夜間の外出には、白っぽい服装にする 
　○反射材の付いているものを持つ 
　○横断歩道を渡る 
　○シートベルトを着用する 

　既存住宅に基準どおり住宅用火災警報器を設
置した世帯に対し助成金を交付します。助成額
は、1世帯における火災警報器の購入額（含消
費税）の3分の1以内で上限は2,000円です。 
　消防署にある設置届出書兼助成金申請書の提
出が必要です。その際に、領収書の添付が必要
となります。 
　助成金申請期間は平成20年 3月 31日まで
です。 

住宅用火災警報器助成金制度 

　消防署では、町内で多くの住民が参加するスポーツ
競技、その他各種イベント、講習会などを主催する団
体に対し、AEDの貸し出しを行います。AEDとは、
多くの突然死の原因となる危険な状態（心室細動）を
自動的に判断し、電気ショックを与えて、心臓が正常
な状態に戻ることを期待する装置です。貸し出しをご
希望の人は、最寄の消防署（分署）までお問い合わせ
ください。 

AED（自動体外式除細動器）を 
　　　　　　　　　 貸し出します 
AED（自動体外式除細動器）を 
　　　　　　　　　 貸し出します 
AED（自動体外式除細動器）を 
　　　　　　　　　 貸し出します 

高齢者の交通死亡事故を防ごう 高齢者の交通死亡事故を防ごう 高齢者の交通死亡事故を防ごう 

消防・警察
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